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１、感染予防策 〔具体的項目〕

●手洗いの徹底（ハンカチ、タオルを使用）

●手指の消毒

●消毒（不特定多数の人が触れるもの）

●うがい

●マスク着用

●出社時の検温

●十分な休養と睡眠

●咳やくしゃみが出るときの対処
・他人から1メートル以上離れ、顔を背ける

・非着用時に咳やくしゃみが出るときはティッシュ等で口、鼻を覆う

・鼻汁、痰を含んだティッシュはすぐに捨てる

・手のひらで咳やくしゃみを受け止めたときはすぐに手を洗う
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１、感染予防策 〔基本〕

感染症対策の基本は、

①手洗い

②咳エチケット
（マスク着用含む）
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１、感染予防策 〔手洗い〕

十分に水で流し、清潔なタオル等でよく拭き取り乾かします。
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出典：SARAYA（サラヤ株式会社）HPより
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１、感染予防策 〔手指の消毒〕

指だけでなく手首まで。全体が乾くまでよく擦り込みます。
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出典：SARAYA（サラヤ株式会社）HPより
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１、感染予防策 〔咳エチケット〕

他人への感染を防ぐため、必ず咳エチケットを行いましょう。
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３つの 「咳・くしゃみのエチケット」

出典：厚生労働省HPより
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２、自粛する行動

“不要不急” にあたる以下の行動は自粛する

●会議、セミナー

●外出、出張

●会食（夜間の飲食店、特に接客を伴う場合）

●来客対応
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３、推進する行動

なるべく人と人との “接触を減らす” ように努める

●可能な職種においては在宅勤務の実施

●時差出勤

●対面ではなくＴＶ会議形式での実施
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４、集団感染（クラスター）の発生防止

３条件が揃う場所が集団感染発生のリスクが高い！
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３つの「密」を避けましょう！

出典：厚生労働省HPより
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４、集団感染（クラスター）の発生防止

窓がある場合

・風の流れができるよう、２方向の窓を１回数分間程度全開にする。（毎時２回以上）

・窓が１つでも入口ドアを開ければ、窓とドア間の空気が流れる。

①換気の悪い “密閉” 空間を避ける！

機械換気がある場合

・窓がない施設でも、合理的な換気量を保つような維持管理が法令により定められている。

・したがって窓がなくても換気設備による換気が通常のため過剰に心配する必要はない。

・油断は禁物のため、換気量をさらに増やすことは予防に有効となる。

・窓やドアを開けたり、換気設備の外気取入れ量を増やし、一部屋あたりの人数を減らす。

車両にいる場合

・なるべく窓を開け、エアコンは「内気循環モード」ではなく「外気モード」にする。
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４、集団感染（クラスター）の発生防止

② “密集” しないよう、人との距離を取る！

●２メートル以上の距離を取る

●他人と互いに手を伸ばして届かない

●列に並ぶときは、前の人に近づきすぎない

●座席は、隣の人と一つ飛ばしに座る

●真向かいに座らず互い違いに座る

●机やイスの数を通常よりも間引く

●可能な職務においては在宅勤務に転換
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出典：厚生労働省HPより（イラスト）
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４、集団感染（クラスター）の発生防止

③ “密接” した会話や発声は避ける！

●対面での会議や面談が避けられない場合には、
十分な距離を保ち、マスクを着用する。

●エレベーターや電車の中で他人と距離が
近いとき、会話や携帯電話での通話を慎む。

●大人数での会食を避ける。

●ジムなど室内で呼気が激しくなる運動を避ける。
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出典：厚生労働省HPより（イラスト）
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５、疑わしき症状

下記いずれかに該当する場合、感染の疑いが考えられる。

●風邪症状や３７.５℃を超える熱が４日以上続いている

※高齢者や基礎疾患等のある方は２日程度続く場合

●強いだるさ（倦怠感）

●息苦しさ（呼吸困難）

●味覚や臭覚の異常
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６、疑わしき症状が出たときの問い合わせ先

厚生労働省
：新型コロナウイルスに関する帰国者・接触者相談センター

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19

※「帰国者・接触者相談センター」で検索するとスムーズです
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７、自宅待機や出勤許可のガイドライン（抜粋）

事 象 （４）

３７℃以上３７.５℃未満の体温があるが、
特に倦怠感など疑わしき症状の自覚症状がない。

対 応

在宅勤務が可能な場合は在宅勤務を行う。
在宅勤務が不可能な場合は通常勤務を行う。
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事 象 （５）

３７℃以上３７.５℃未満の体温があり、
倦怠感や咳などの疑わしき症状が自覚できる。

対 応

医療機関で受診のうえ就業可否判断を受ける。就業可能な
場合は、在宅勤務を行うこととするが、在宅勤務が不可能
な場合は、症状が回復するまでの間、自宅待機とする。

７、自宅待機や出勤許可のガイドライン（抜粋）

出勤許可

医療機関の診断結果が就労可能であり、感染および体調不
良がなく、通常体温（平熱）に戻れば出勤可。
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事 象 （６）

３７.５℃以上の発熱がある。

対 応

就業不可とし、自宅待機とする。
医療機関で受診し、就業の可否判断を受ける。

３７.５℃以上の発熱が４日以上継続した場合、または、疑わしき症状が
継続した場合は、帰国者・接触者相談センターへ連絡し指示を仰ぐ。

７、自宅待機や出勤許可のガイドライン（抜粋）

出勤許可

医療機関の診断結果が就労可能であり、感染および体調不
良がなく、通常体温（平熱）に戻れば出勤可。
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事 象 （７）

１４日以内に接触のあった家族・知人が感染したが、
保健所から自宅待機の指示を受けていない。

対 応

最終接触日から１４日間自宅待機、または在宅勤務とする。
期間中は、毎日、検温結果と体調を所属長に報告する。

※３７.５℃以上の発熱が４日以上継続した場合は、
帰国者・接触者相談センターへ連絡し指示を仰ぐ。

出勤許可

最終接触日から１４日を経過し、感染および体調不良がな
い場合は１５日目から出勤可。発症した場合は医師の診断
により就労可能となった日から出勤可。

７、自宅待機や出勤許可のガイドライン（抜粋）
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事 象 （８）

１４日以内に接触のあった家族・知人が感染した人物と
接触したが、保健所から自宅待機の指示を受けていない。

対 応

最終接触日から１４日間自宅待機、または在宅勤務とする。
期間中は、毎日、検温結果と体調を所属長に報告する。

※３７.５℃以上の発熱が４日以上継続した場合は、
帰国者・接触者相談センターへ連絡し指示を仰ぐ。

出勤許可

最終接触日から１４日を経過し、感染および体調不良がな
い場合は１５日目から出勤可。発症した場合は医師の診断
により就労可能となった日から出勤可。

７、自宅待機や出勤許可のガイドライン（抜粋）
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事 象 （９）

１４日以内に集団感染した場に行ったことがあるが、
保健所から自宅待機の指示を受けていない。

対 応

最終接触日から１４日間自宅待機、または在宅勤務とする。
期間中は、毎日、検温結果と体調を所属長に報告する。

※３７.５℃以上の発熱が４日以上継続した場合は、
帰国者・接触者相談センターへ連絡し指示を仰ぐ。

出勤許可

最終接触日から１４日を経過し、感染および体調不良がな
い場合は１５日目から出勤可。発症した場合は医師の診断
により就労可能となった日から出勤可。

７、自宅待機や出勤許可のガイドライン（抜粋）
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事 象 （１０）

保健所または医療機関から自宅待機の要請があった場合

対 応

所属長（会社）に報告し、保健所または医療機関の指示に従う

出勤許可

自宅待機が解除された日から出勤可

７、自宅待機や出勤許可のガイドライン（抜粋）

22



新型コロナウイルス感染症に関する対応措置

事 象 （１１）

自分自身が新型コロナウイルスに感染した

対 応

所属長（会社）に報告し、保健所または医療機関の指示に従う

出勤許可

保健所または医療機関から就労可能と診断された日から出勤可

７、自宅待機や出勤許可のガイドライン（抜粋）
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７、自宅待機や出勤許可のガイドライン（全容）
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８、報告事象と連絡先

報告が必要な事象

①疑わしき症状が自覚できる
②医療機関でＰＣＲ検査を受けた
③１４日以内に感染者と接触した
④１４日以内に感染者と接触した人物と接触した
⑤１４日以内に集団感染が発生した場所に行った
⑥保健所または医療機関から自宅待機の要請があった
⑦自分自身が新型コロナウイルスに感染した

報 告・連 絡 先

株式会社ビーイングホールディングス 安全管理課長 北川

ＴＥＬ：０９０－３７６８－０１１８

メール：syu-sey@being-group.jp
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●感染が疑われる人物と同居、あるいは長時間の接触（車内、

航空機内等を含む）があった方

●適切な感染防護（マスク・消毒・防護服）なしに感染が疑われる
患者を看護、または介護していた方

●感染が疑われる人物の気道分泌液、または体液等の汚染物質
に直接触れた可能性が高い方

●１メートル以内の距離で、感染予防策（マスク・消毒）なしで、
感染者と１５分以上の接触があった方

●３密状態で感染者と接触した方

※感染者との接触範囲＝感染者の疑わしき症状が出る２日前からが対象となる

９、濃厚接触者の定義
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１０、小学校等の臨時休業に伴う対応

出社困難となる従業員には “特別休暇を付与” します

お子さまが通学している小学校等（※）の臨時休業により、
勤務予定日の就業が困難となった場合は、有給休暇とは別に
特別休暇（賃金１００％）を付与。

対象期間＝２０２０年６月３０日まで（土日・祝日、春休み期間は対象外）

※小学校、義務教育学校（小学校過程のみ）、特別支援学校（高校まで）、
放課後児童クラブ、幼稚園、保育所、認定こども園

申請方法等は所属長へお問合せください。
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１１、相談窓口

従業員の皆様におかれましては、様々な不安や心配があると思います。

これらを払しょくし皆様に安心して業務にあたっていただけるように

相談窓口を設置いたします。

※ご連絡による情報の漏えい、不利益になることは一切ありません。

●相談窓口・連絡先

株式会社ビーイングホールディングス 総務部長 桐原

ＴＥＬ：０９０－６２７０－２４００

メール：kirirhara@being-group.jp
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１２、その他

風評への配慮をお願いします

●根拠のないデマに惑わされないようにしましょう

●特定の方への誹謗中傷をしないようにしましょう
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●就業中のマスク着用を必須とする

●休憩・昼食時においても、マスク非着用での会話を控える
※状況に応じマイカーなど休憩室以外の使用可能な場所の利用や時間差を図る

●人との距離を１メール以上、できれば２メートル以上あける

●不特定多数の人が手を触れるものはこまめに消毒する

●出勤停止等になった従業員への心ない言動・行動・流布をしない

●構内と事務所の往来時には、手洗い・うがい・消毒をこまめに行う

●構内作業時には手袋を着用する

１３、会社・事業所内での注意事項
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